
iRIC10 周年シンポジウム ～iRIC Journey～ 

式次第 

 

13:00-13:05 開会挨拶 岡部 和憲 

北海道河川財団理事長 

 １． iRIC の取り組み  

13:05-13:50 iRIC の軌跡 清水 康行 

北海道大学工学研究院教授 

13:50-14:10 Great, but what shall we do 

next? 

Dr. Jonathan Nelson 

US Geological Survey 

14:10-14:25 休憩 ポスター展示  

   

 ２．これまでの活用事例について  

14:25-14:35 平成２８年台風第１０号空知川上

流堤防決壊における氾濫メカニズ

ムについて 

松本 勝治 

札幌開発建設部 河川計画課 

治水専門官 

14:35-14:45 札内川自然再生事業に伴う河道変

化予測について 

天羽 淳 

帯広開発建設部 治水課 

治水専門官 

14:45-15:00 北海道の中小河川における iRIC の

活用について 

岡垣 久 

北海道建設部建設政策局維持管理防災課 

維持グループ 主幹 

15:00-15:15 iRIC と育った若手からのメッセー

ジ 

岩崎 理樹 

土木研究所 寒地土木研究所 

研究員 

   

 ３．最新版 iRIC ソフトウェア紹介  

15:15-15:30 iRIC の進化：ソフトウェア全体 旭 一岳 

株式会社 RiverLink 代表 

15:30-15:45 Nays2D Flood 井上 卓也 

土木研究所 寒地土木研究所 

研究員 

15:45-16:00 NaysCUBE 木村 一郎 

北海道大学工学研究院准教授 

16:00-16:15 休憩 ポスター展示 

パネルディスカッション準備 

 

   

   



16:15-17:00 iRIC のこれから：パネルディスカ

ッション 

コーディネーター：竹林 洋史 

京都大学防災研究所准教授 

パネリスト：清水 康行 

北海道大学工学研究院教授 

       時岡 真治 

北海道開発局河川計画課河川調整推進官 

       大石 哲也 

土木研究所自然共生センター主任研究員 

       向井 直樹 

株式会社ドーコン技術情報部部長 

       旭 一岳 

株式会社 RiverLink 代表 

   

 


